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令和８年５月現在





The distinctive education of Hoya Elementay School

保護者・地域との新しい連携の形

ユニバーサルデザイン

学校教育のアップデート

これまで積み重ねてきた良いものに

新しいものの良い部分を取り入れた

ハイブリットな学習



History of Hoya Elementay School

明治７年 創立、上保谷学校と称し、熊谷県新座郡
上保谷村上宿宝晃院を借用して校舎にあ
てる。

明治17年 上保谷荒井竹に校舎新築。宝晃院より記
念樹として、「このて柏」を移植。

明治19年 上保谷小学校は、周囲五ヶ村が合併して
できた小保戸学校の分校となる。

明治22年 町村制実施によって、上保谷・上保谷新
田・下保谷の三か村が合併し、保谷村と
なり、東京府に編入。保谷尋常小学校と
校名を変更。

明治25年 下保谷分教揚が独立し、芳谷小学校とな
る。

明治34年 保谷尋常高等小学校と校名を変更する。

大正４年 大正3年の小学校令改正により、本校を
保谷尋常高等小学校とする。

大正13年 表と裏がない「このて柏」の葉のように
「心に表と裏のない子どもになるよう
に」との願いを込めて、「このて柏」の
実を形どって校章が制定された。

昭和４年 本校・分教揚ともに増築、新たに上保谷
新田に分教場を新設し、これを第二分教
場とし、下保谷の分教場を第一分教場と
する。この日をもって本校開校記念日と
する。

昭和16年 校制改革により校名を保谷国民学校と変
更する。

昭和22年 学制改革により、校名変更により保谷町
立保谷小学校とする。

昭和27年 従来の校歌を改め、現在の校歌を制定す
る。

昭和35年 校舎（本屋）木造平家、普通教室6、管
理室2取壊し、新たに木造2階建普通教
室12、図書室1、音楽室1、管理室4、そ
の他3室を完成し、これにより二部授業
を解消。

昭和42年 保谷市制施行により保谷市立保谷小学校
と校名を変更する
鉄筋三階建（9教室）と給食調理室完成
プール（タテ25ｍヨコ10ｍ）の落成式
を行う
体育館完成木造校舎の便所が水洗式に
改造

昭和47年 校庭北東部に学童保育所開設

昭和48年 創立100周年記念として、プール西側に
築山完成（カプセル埋蔵）

昭和50年 木造校舎解体

昭和63年 カラーテレビ普通教室9台設置

平成元年 焼却炉設置

平成３年 巡回時計設置

平成４年 新校舎前防球ネット撤去・新設

平成５年 体育館照明取替

平成８年 ファクシミリ設置

平成９年 ランチルーム新設

平成10年 中央校舎耐震補強工事終了
コンピュータ室新設
和室新設
給食調理業務民間委託が始まる

平成11年 コンピュータ室コンピュータ設置

平成13年 保谷市と田無市が合併して西東京市とな
り西東京市保谷小学校となる

平成14年 ことばの教室「えがお」新設

平成17年 全教室扇風機取り付け工事終了
パソコン校内LAN工事終了

平成18年 防犯カメラ設置

平成24年 校庭全面芝生化工事終了、芝生散水用ス
プリンクラー設置

平成25年 普通教室エアコン設置工事終了

平成26年 東京都言語能力向上拠点校
東京都オリンピック教育推進校

平成29年 東京都教育委員会オリンピック・パラリ
ンピック教育推進校
東京都教育委員日本の伝統・文化の良さ
を発信する能力・態度の育成事業指定校

平成30年 東京都教育委員会オリンピック・パラリ
ンピック教育推進校

令和２年 新型コロナ感染症流行のため緊急事態宣
言が発出され臨時休校措置が取られる
タブレット一人一台を導入した教育活動
開始

令和５年 西東京ふるさと探求学習の実施

令和６年 保谷小学校そよかぜ教室開設

令和７年 第2期タブレット端末導入



特別支援教室「保谷小そよかぜ教室」

・拠点校の東伏見小学校そよかぜ教室から巡回指導教員が保谷小学校に来て指導します。

・原則週1日1～3時間程度の指導を受けます。

・「小集団指導」と「個別指導」を組み合わせて指導します。

・入室については、保谷小学校を通し就学支援委員会で判定します。担任にご相談ください。

・そよかぜ教室担任への相談日が毎学期設けられています。お便りを見て申し込んでください。
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